
の
項
目「
現
在
の『
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
』が
、記
述
式
問
題
も
出
題
さ
れ
る
『
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』に
変
わ
る
」「
英
語
に

〜
10
月
に
実
施
、そ
の
時
点
で
の
高
校
生

と
保
護
者
の
意
識
を
探
っ
て
い
る
。
設
問
の

前
に
、こ
の
改
革
が
、「
高
校
教
育
」「
大
学

教
育
」「
入
学
者
選
抜
」の
三
位
一
体
の
教

育
改
革
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に「
新
し

い
学
力
の
3
要
素
」と
し
て
①
知
識
・
技
能

②
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力　

③
主
体

性
・
多
様
性
・
協
働
性
の
育
成
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
明
記
。そ
の
う
え
で
、現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
教
育
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
の

「
期
待
」と「
不
安
」を
た
ず
ね
た
。

　

こ
の
報
告
で
は
、さ
ら
に
改
革
初
年
度

の
保
護
者
の
子
ど
も
の
進
路
選
択
へ
の
関

わ
り
の
変
化
や
、高
校
教
育
へ
の
要
望
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

つ
い
て
４
技
能
が
評
価
さ
れ
る
」「
民
間
が
実

施
し
て
い
る
英
語
資
格
試
験
が
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
」に
対
し
て
、調
査
時
点
で

も
高
校
生
、保
護
者
共
に
大
き
な
不
安
を

抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た「
各
大
学

の
個
別
入
試
で
は
、筆
記
試
験
に
加
え
て
小

論
文
や
面
接
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
で
主

体
性
が
評
価
さ
れ
る
」も
、親
子
共
に
過
半

数
が
期
待
よ
り
も
不
安
を
覚
え
て
い
る
結

果
と
な
っ
た
。

 

【
入
学
者
選
抜
】の
改
革
に
つ
い
て
の
期
待

と
不
安
を
比
較
す
る
と
（
図
1
）、昨
年
導

入
が
見
送
ら
れ
た
記
述
式
や
英
語
に
つ
い
て

　

第
9
回
と
な
る
今
回
の
調
査
は
、大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
導
入
初
年
度
に
あ
た
る

高
校
2
年
生
と
そ
の
保
護
者
が「
高
大
接

続
改
革
」を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
設
計
し
た
。
文

部
科
学
省
が
「
民
間
の
英
語
資
格
試
験
」

と
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
記
述
式
問

題
」の
導
入
実
施
を
見
直
す
前
の
昨
年
９

教
育
改
革
激
動
の
渦
中
で

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

高
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
変
化
し
て
い
る
か

一般社団法人全国高等学校PTA連合会×株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 合同調査

調査報告

高校生と保護者の
進路に関する意識調査2019

※詳細な報告書はリクルート進学総研Webサイトに掲載します

● 調査対象／全国の高校２年生とその保護者（全国高等学校PTA連合会より依頼した9都道府県の公立高校27校／2年生
2クラスの生徒とその保護者）
● 調査期間／2019年9月１日（日）～2019年10月25日（金）回収終了
● 調査方法／①高校生／ホームルームにてアンケートに回答　②保護者／高校生から保護者へアンケートを手渡し　③学級
担任が高校生分と保護者分を取りまとめ、その後学校責任者が学校分として返送
● 有効回答数／高校生1,997、保護者1,759 ※全問無回答を除く ※図1,2,9は調査対象校のうち1校において集計対象か
ら除外している。
● 調査実施／株式会社アンド・ディ

●性別／男子47.0％　女子48.5％　その他1.1％　（無回答3.4％）
●高校タイプ／普通科71.3％　専門学科21.8％　総合学科6.9％
●地域分布／北海道11.5％　青森県11.3％　山梨県11.2％　東京都11.9％　石川県11.8％　愛知県10.5％
　和歌山県10.5％　鳥取県11.7％　熊本県9.7％
●高校卒業後の希望進路／大学72.1％　短大1.7％　専門職大学0.5％　専門職短大0.2％
　専門学校9.1％　海外の大学等0.3％　就職15.0％　その他0.9％　（無回答0.5％）

●続柄／父親11.6％　母親85.3％　その他0.5％　（無回答2.6％）
●子どもの性別／男子47.4％　女子50.0％　その他0.2％　（無回答2.4％）
●地域分布／北海道9.4％　青森県12.6％　山梨県12.5％　東京都11.9％　石川県12.3％　愛知県9.8％　
　和歌山県9.1％　鳥取県13.0％　熊本県9.4％
●子どもに対する高校卒業後の希望進路／大学57.2％　短大1.1％　専門職大学1.5％　
　専門職短大0.3％　専門学校3.7％　海外の大学等0.2％　就職9.9％　その他0.6％　
　子どもが希望する進路なら何でもいい23.6％　（無回答1.8％）

【回答者プロフィール】

調査概要

高
校
生

保
護
者

改
革
初
年
度
と
な
る
親
子
は「
高
大
接
続
改
革
」を
ど
う
見
て
い
る
か

入
学
者
選
抜
改
革
へ
の
評
価

構成・文／平林夏生

「
学
力
の
3
要
素
」の
総
合
的
な
評
価
へ
は

期
待
の
き
ざ
し

442020 FEB. Vol.431



　

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
1
を
見
る
と
、高
校
生

か
ら
は
入
試
学
力
以
外
の
面
も
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
、「
自
分
の
全
体
を
見
て
評
価
し

て
も
ら
え
る
」「
個
性
や
能
力
を
見
て
く
れ

る
」と
歓
迎
の
声
が
あ
が
る
。保
護
者
か
ら
は

「
暗
記
す
る
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
大
学

入
試
に
変
わ
れ
ば
日
本
の
教
育
制
度
自
体

が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
の
コ
メ
ン

ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、既
存
の
教
育
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
る

な
ど
、高
大
接
続
改
革
の
趣
旨
が
伝
わ
っ
て

い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。

　
一
方
、期
待
が
高
い
の
は
、高
校
生
で
は「
大

学
が
、入
学
者
受
入
方
針（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
）等
を
策
定
・
公
表
し
、そ
れ
に
基

づ
い
た
入
学
者
選
抜
が
実
施
さ
れ
る
」で
、期

待
が
48
％
と
不
安
を
14
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

保
護
者
で
は「
総
合
型
選
抜（
Ａ
Ｏ
入
試
）、

学
校
推
薦
型
選
抜（
推
薦
入
試
）で
も
、学

力
評
価
が
必
須
と
な
る
」で
期
待
が
45
％
と
、

不
安（
40
％
）を
上
回
る
。

高校生（n=1625）
保護者（n=1114）

※高校生｢不安・計｣の降順ソート　　※「期待・計」と「不安・計」の差が4ポイント以上高い数値を■で表示

期待できる 不安はあるが
期待が大きい

期待はあるが
不安が大きい 不安である

わからない 無回答
期待・計 不安・計

期待・
計

不安・
計

（％）

＜高校生の不安＞
●共通テストへ変わるのに詳細がよくわから
ない（青森県／女子／大学）
●テストが変わると過去問もなく、対策のし
ようがない（東京都／男子／大学）
●外部検定を経済的理由により受けられな
い人がいること（山梨県／女子／大学）
●大勢が受けるテストを筆記にすることで
公正・公平な採点ができるのか（鳥取県／
女子／大学）
●評価基準が広くなり、すべてに力を注げる
か心配（石川県／女子／短大）
＜保護者の不安＞
●教育改革の内容が入試と英語資格試
験の情報に偏りすぎていて本質が見えない
（青森県／母親／何でもいい）
●大学入学共通テストの改革発表（英語外
部試験）が遅い。記述式採点は採点者によ
って差が出ないか（石川県／母親／大学）
●一人ひとりの力を本当に正しくはかれる
のか（青森県／母親／何でもいい）
●前例がないので子どもから質問があった
ときにいいアドバイスができない（東京都／
母親／大学）

＜高校生の期待＞
●自分という人間の全体を見て評価しても
らえる（東京都／男子／大学）
●学力以外の面も総合的に評価されるかも
しれない（北海道／女子／大学）
●成績や学力だけでなく、高校での活動も、
知ってもらえる（東京都／女子／大学）
●学力だけではわからない一人ひとりの個
性や能力を見てくれる（熊本県／女子／
大学）
●英語が４技能になったので、社会でより
使えるようになる（愛知県／男子／大学）
＜保護者の期待＞
●暗記するだけでは対応できない大学入試
に変われば日本の教育制度自体が変化す
る可能性がある（鳥取県／母親／大学）
●学力だけではなく生徒個々人の才能が発
見されやすくなる（山梨県／母親／大学）
●学力だけではなく個々の能力を以前より
も丁寧に伸ばしてもらえそう（青森県／母親
／大学）
●学力評価（ＡＯ入試・推薦入試）が必須。
学ぶ意味・理由につながる（東京都／母親
／大学）

※フリーコメント末尾のカッコ内の表記は、高校生［都道府県／性別／希望進路］、保護者［都道府県／続柄／希望進路］

【入学者選抜】
改革への期待と不安

フリーコメント1

【入学者選抜】に関する教育改革への期待と不安 （高校生：進学希望者、保護者：子どもを進学させたい希望者／各単一回答）図1

現在の「大学入試センター試験」が、
記述式問題も出題される
「大学入学共通テスト」に変わる

12.7 14.0 20.6 44.7 6.2 1.8

4.2 17.4 28.9 36.9 7.5 5.0

26.7

21.6

65.3

65.8保護者

高校生 65.3

65.8

英語について、
従来の「読む」「聞く」に
「書く」「話す」を加えた
４技能が評価される

10.0 23.2 27.5 30.4 4.0 4.9

20.4 16.9 20.2 35.8 5.0 1.7 37.3

33.1

56.1

57.9保護者

高校生 56.1

57.9

民間が実施している英語資格試験が
活用されるようになる

18.2 17.4 21.5 34.2 7.1 1.7

9.1 19.0 23.7 36.0 6.6 5.7

35.6

28.1

55.6

59.7保護者

高校生 55.6

59.7

各大学の個別入試では、
筆記試験に加えて
小論文や面接、ポートフォリオなどで
主体性が評価される

16.7 19.6 23.4 30.3 8.1 1.8

7.1 22.9 27.7 28.9 7.9 5.5

36.3

30.0

53.8

56.6保護者

高校生 53.8

56.6

調査書が変わり、
「学力の３要素」すべての評価が
記載される 9.3 26.8 25.1 21.7 11.0 6.1

19.6 22.3 20.5 23.4 11.8 2.3 41.9

36.1

43.9

46.9保護者

高校生

46.9

大学が、入学者受入方針
（アドミッション・ポリシー）等を策定・公表し、
それに基づいた入学者選抜が実施される 11.8 27.6 25.0 14.8 15.1 5.7

26.0 22.4 19.4 14.6 15.6 2.0 48.4

39.4

34.1

39.9保護者

高校生 48.4

総合型選抜（AO入試）、
学校推薦型選抜（推薦入試）でも、
学力評価が必須となる 13.2 31.4 23.3 16.5 9.8 5.7

20.6 22.5 21.2 23.1 10.9 1.7 43.1

44.6

44.3

39.9保護者

高校生

44.6

「
人
間
全
体
を
見
て
評
価
す
る
」

入
試
へ
の
変
化
に
期
待

高校生と保護者の進路に関する意識調査 2019  調査報告

45 2020 FEB. Vol.431



の
す
べ
て
の
項
目
で
高
校
生
、保
護
者
共
に

「
期
待
」が
5
割
を
超
え
、「
不
安
」を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、改
革
の
方
向
性
が
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
結
果

と
な
っ
た
。
ま
た
、高
校
生
は
す
べ
て
の
項
目

で
保
護
者
を
上
回
っ
て
お
り
、当
事
者
と
し
て

〝
学
習
の
あ
り
方
〞が
変
わ
る
こ
と
へ
の
大
き

な
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

改
革
へ
の
期
待
の
理
由
を
見
る
と
（
フ
リ

ー
コ
メ
ン
ト
2
）、高
校
生
か
ら
は「
学
び
合

う
授
業
な
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
聞
き
や

す
く
な
る
」「
苦
手
な
学
習
内
容
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る
」な
ど
個
々
人
を
尊

重
す
る
流
れ
へ
の
期
待
、保
護
者
か
ら
は「
暗

記
型
で
は
な
く
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る

人
を
育
成
す
る
取
組
」「
学
力
の
3
要
素
が

向
上
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
期
待
」な
ど
、こ

れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
が
身

に
付
く
こ
と
へ
期
待
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、不
安
の
理
由
を
見
る
と
、高
校
生
、

保
護
者
共
に
、改
革
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
増
え
た
り
、レ
ベ
ル
が
高
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
、加
え
て
教
員

が
変
化
に
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
を

保
護
者
は
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

入
学
者
選
抜
の
具
体
的
な
手
段
に
つ
い

て
は
不
安
が
高
い
が
、「
学
力
の
３
要
素
」の

　
一
方
、高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
設
問
の

う
ち
、【
高
校
の
教
育
】の
改
革
内
容
に
つ
い

て
は
、保
護
者
も
高
校
生
も
期
待
が
大
き
い

結
果
と
な
っ
た（
図
2
）。

　

特
に
高
校
生
の
期
待
の
1
位「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
、一
人
ひ
と
り
が
最
適
な
学
習

内
容
と
進
度
で
学
べ
る
よ
う
に
な
る
」は「
期

待
で
き
る
」が
42
％
と
突
出
、「
期
待
・
計
」は

7
割
に
及
ぶ
。
2
位
は「
先
生
が
知
識
を
教

え
込
む
授
業
か
ら
、生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、

学
び
合
う
授
業
に
変
わ
る
」（
63
％
）。

　

保
護
者
の
1
位
は
、高
校
生
の
3
位「
生

徒
が
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、調
べ
た
り
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
探
究
学
習
が
重
視

さ
れ
る
」で
共
に
62
％
に
上
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
取
り
組
ま
れ
て
き
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
、今
後
推
進
さ
れ
る
探
究

学
習
へ
親
子
と
も
期
待
が
高
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

 

「
生
徒
自
身
が
基
礎
学
力
の
定
着
を
把
握

す
る
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」

の
開
始
や
「
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

を
振
り
返
り
、次
の
目
標
を
立
て
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
」導
入
も
含
め
、高
校
教
育
改
革

高校生（n=1938）
保護者（n=1722）

ICT技術を活用し、
一人ひとりが最適な学習内容と進度で
学べるようになる 19.1 35.7 20.4 5.4 12.4 7.0

41.7 28.5 12.6 4.9 10.8 1.4 70.2

54.8

17.5

25.8

生徒が自らテーマを設定し、
調べたり解決に向けて取り組む探究学習が
重視される 24.9 36.8 18.7 5.2 7.7 6.8

34.5 27.7 19.6 7.3 9.3 1.7 62.2

61.7

26.8

23.9

先生が知識を教え込む授業から、
生徒が主体的に考え、
学び合う授業に変わる 19.1 36.8 24.8 6.2 6.8 6.3

33.5 29.4 18.0 7.3 10.5 1.3 62.8

55.9

25.3

31.0

生徒自身が基礎学力の定着を把握し、
今後の学習活動につなげる
「高校生のための学びの基礎診断」が
始まる 21.4 33.7 18.1 5.1 13.9 7.7

33.5 27.7 15.7 6.2 14.9 2.0 61.2

55.2

21.9

23.2

学んだことや経験したことを振り返り、
次の目標を立てる
「ポートフォリオ」が導入される 21.4 35.4 17.9 4.6 13.7 6.9

32.1 25.2 16.7 8.4 15.9 1.6 57.4

56.8

25.1

22.6

期待できる 不安はあるが
期待が大きい

期待はあるが
不安が大きい 不安である

わからない 無回答
期待・計 不安・計

期待・
計

不安・
計

（％）

保護者

保護者

保護者

保護者

保護者

高校生

高校生

高校生

高校生

高校生

【高校の教育】に関する教育改革への期待と不安 （高校生・保護者／各単一回答）図2

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
個
別
最
適
化
学
習
に

高
校
生
の
７
割
が
期
待

※高校生｢期待・計｣の降順ソート　　　　※「期待・計」と「不安・計」の差が4ポイント以上高い数値を■で表示

70.2

62.8

62.2

61.2

57.4

54.8

55.9

61.7

55.2

56.8

高
校
教
育
改
革
へ
の
期
待
と
実
感

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、探
究
…

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
高
校
教
育
改
革
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学んだことや経験したことを振り返り、
次の目標を立てる
「ポートフォリオ」が導入される

先生が知識を教え込む授業から、
生徒が主体的に考え、
学び合う授業に変わる

生徒が自らテーマを設定し、
調べたり解決に向けて取り組む
探究学習が重視される

ＩＣＴ技術を活用し、
一人ひとりが最適な学習内容と進度で
学べるようになる

生徒自身が基礎学力の定着を把握し、
今後の学習活動につなげる
「高校生のための学びの基礎診断」が始まる

は
、保
護
者
に
は
ま
だ
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て

い
な
い
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

で
は「
感
じ
て
い
る
」と
回
答
し
た
人
は
、

ど
の
よ
う
な
取
組
に
具
体
的
な
変
化
を
感

じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か（
図
４
）。

　

高
校
生
で
は
1
位「
学
ん
だ
こ
と
や
経
験

し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、次
の
目
標
を
立
て
る

『
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
』が
導
入
さ
れ
る
」（
58
％
）、

2
位
は「
先
生
が
知
識
を
教
え
込
む
授
業
か

ら
、生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、学
び
合
う
授

業
に
変
わ
る
」（
51
％
）、3
位
は「
生
徒
が
自

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
結

果
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
実
際
に
、高
校
生
自
身
、あ
る

い
は
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
高
校
で
教
育
改

革
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
か
ど

う
か
を
た
ず
ね
て
み
た（
図
3
）。

　

高
校
生
で
は「
感
じ
て
い
る
」と
い
う
割
合

が　

38
％
で
最
も
大
き
か
っ
た
が
、保
護
者
は

「
わ
か
ら
な
い
」の
41
％
が
最
多
で
、「
感
じ
て

い
る
」は
24
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
高
校
の
対
応

育
成
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
改
革
に
は
高
い

ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、調
べ
た
り
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
探
究
学
習
が
重
視
さ
れ
る
」

（
48
％
）で
あ
っ
た
。「
学
び
の
基
礎
診
断
」や
、

前
問
で
非
常
に
期
待
の
高
か
っ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
活
用
」は
1
割
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、わ
が
子
の
在
籍
校
で
の
教
育
改
革

へ
の
対
応
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
結
果
を

見
る
と
、1
位
は「
探
究
学
習
」（
46
％
）、2

位
は「
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、学
び
合
う

授
業
」（
41
％
）、3
位
は「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」

（
35
％
）と
な
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
高
校
が
熱
意
を
も
っ
て
進
め
て

い
る
教
育
改
革
の
取
組
も
、保
護
者
に
認
知

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
支
持
し
て
も
ら
え
ず
、

推
進
の
エ
ン
ジ
ン
も
加
速
し
な
い
。
改
革
へ
の

取
組
と
並
行
し
て
、ど
の
よ
う
に
保
護
者
に

伝
え
て
い
く
か
が
、大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

具体的に変化を感じる取組内容
（高校生･保護者：高校での教育改革への対応を「感じている」回答者／複数回答）

38.1 25.9 33.4 2.7

23.9 29.2 41.0 6.0

まだ感じていない感じている わからない 無回答

（n=1997）

（n=1759）

20 40 600

57.8
35.2

50.8
41.2

47.5
46.2

10.3
12.1

9.7
19.0

※高校生のスコアの降順ソート

（％）

（％）

高校生（n=760）
保護者（n=420）

保護者

高校生

保護者

高校生

保護者

高校生

保護者

高校生

保護者

高校生

保護者

高校生

＜高校生の期待＞
●学び合う授業なのでわからないことが聞きやすくなる
（鳥取県／女子／大学）
●苦手な学習内容を自分のペースで学習できる（山
梨県／男子／就職）
●社会に出るまでに社会人基礎力がある程度付くと
思う（熊本県／女子／大学）
＜保護者の期待＞
●暗記型ではなく自ら考えて行動できる人を育成する
取組（東京都／母親／何でもいい）
●学力の３要素が向上するカリキュラムに期待（東京
都／母親／何でもいい）

＜高校生の不安＞
●その変化に自分がついていけるか（愛知県／男子
／大学）
●話したり自分の考えを見つけたりするのが苦手だか
ら、学び合う授業は不安（和歌山県／女子／大学）
＜保護者の不安＞
●今まで先生主導だったので上手に受け入れられるか
（北海道／母親／専門学校）
●教育者（教員）側が十分対応できるか。とり残される
子どもがいるのではないか？（山梨県／父親／大学）

【高校の教育】の
改革への期待と不安

フリーコメント2

在籍している高校での教育改革への対応を感じるか （高校生・保護者／単一回答）図3

図4

保
護
者
の
４
割
が

改
革
へ
の
対
応
は「
わ
か
ら
な
い
」

※フリーコメント末尾のカッコ内の表記は、高校生［都道府県／性別／
　希望進路］、保護者［都道府県／続柄／希望進路］

期
待
に
反
し
、在
籍
校
の
改
革
へ
の

取
組
の
認
知
は
ま
だ
低
い
結
果
に

高校生と保護者の進路に関する意識調査 2019  調査報告
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も
の
進
路
選
択
行
動
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
た
ず
ね
た（
図
7
）。

 

「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」行
動
の
1
位
は「
子

ど
も
に
合
う
分
野
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」（
67

　

こ
こ
で
は
進
学
希
望
の
保
護
者
に
子
ど

り
な
こ
と
を
書
い
て
も
ら
っ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら

も
、「
新
し
く
導
入
さ
れ
る
共
通
テ
ス
ト
に
つ

い
て
各
大
学
の
方
針
が
不
明
確
だ
っ
た
り
、

情
報
量
が
少
な
い
こ
と
」な
ど
、最
新
の
入

試
制
度
の
情
報
不
足
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
困

難
と
感
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
2

位
は「
社
会
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か

予
測
が
つ
か
な
い
か
ら
」（
44
％
）と
前
回
同

様
。
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
に
も「
社
会
の
変
化
が

激
し
く
、5
年
先
の
社
会
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
予
測
不
能
な
た
め
、大
学
を
出

て
も
仕
事
が
あ
る
の
か
不
安
」な
ど
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
3
位
も
前
回
と
同
じ
く

「
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
で
、子
ど
も
の
進

路
の
選
択
肢
を
狭
め
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
」

と
な
っ
た
。

　

保
護
者
に
子
ど
も
の
進
路
選
択
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
難
し
さ
の
程
度
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
（
図
５
）、73
％
が
難
し
い
と
感
じ
て
お
り
、

う
ち
「
非
常
に
難
し
い
」の
割
合
は
22
％
で

前
回
か
ら
2
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
が
難
し
い
と
回
答
し
た
保
護

者
に
理
由
を
す
べ
て
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
（
図
6
）、「
入
試
制
度
を
は
じ
め
最
新
の

進
路
情
報
を
知
ら
な
い
か
ら
」が
前
回
調
査

に
引
き
続
き
ト
ッ
プ
で
、46
％
か
ら
9
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
の
55
％
へ
と
大
き
く
増
加
、調
査

開
始
以
来
初
め
て
半
数
を
超
え
た
。
保
護

者
に
子
ど
も
の
進
路
選
択
に
つ
い
て
気
が
か

学
校
の
進
路
指
導
の
方
針
と

考
え
が
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

る
か
ら

子
ど
も
と
対
立
し
て
し
ま
い

そ
う
で
怖
い
か
ら

子
ど
も
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
な
時

間
の
余
裕
が
な
い
か
ら

教
師
か
ら
の
情
報
提
供
が
足

り
な
い
な
ど
、高
校
が
頼
り
に

な
ら
な
い
か
ら

子
ど
も
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
望
ん

で
い
な
い
か
ら

子
ど
も
の
人
生
を
決
め
て
し

ま
う
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
の
は
気
が
引
け
る
か
ら

子
ど
も
が
何
を
考
え
て
い
る
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら

子
ど
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

程
、自
分
の
生
き
方
・
考
え
方

に
自
信
が
な
い
か
ら

家
庭
の
経
済
的
な
理
由
で
、

子
ど
も
の
進
路
の
選
択
肢
を

狭
め
ざ
る
を
得
な
い
か
ら

社
会
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
予
測
が
つ
か
な
い
か
ら

入
試
制
度
を
は
じ
め
最
新
の

進
路
情
報
を
知
ら
な
い
か
ら

全体

全体

1230

0

2017年

1286

20

40

60（％）

調査数

54.7 44.0 24.0 22.6 20.8 19.1 10.6 5.8 5.3 4.1 3.2
45.5 43.7 24.5 22.2 19.2 20.7 8.8 5.9 5.0 3.2 3.1

2019年

（％）
難しい・
計

2019年 （n＝1759） 21.7 51.4 25.6 0.6 0.7 73.1

2017年 （n＝1722） 19.6 51.9 27.8 0.2 0.6 71.4

非常に難しい やや難しい
難しいとは
感じていない その他 無回答

難しい・計

全体

全体

2019年 全体

2017年 全体

※「2019年全体」降順ソート

保護者

保護者

子どもの進路選択へのアドバイスの難しさ （保護者／単一回答）図5

アドバイスが難しい理由 （保護者：図5＝アドバイスが「非常に難しい」「やや難しい」回答者／複数回答）図6

難
し
い
と
感
じ
る
理
由
ト
ッ
プ
は

「
入
試
制
度
を
知
ら
な
い
か
ら
」

５
割
の
保
護
者
が
具
体
的
な
受
験
校

を
ア
ド
バ
イ
ス
。２
年
前
よ
り
大
幅
増

3.24.15.35.810.619.120.822.624.044.054.7全体 12862019年

子
ど
も
の
進
路
選
択
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
関
わ
り
方

ア
ド
バ
イ
ス
が「
難
し
い
」保
護
者
73
％

う
ち「
非
常
に
難
し
い
」が
22
％

不
安
な
入
試
の
情
報
収
集
を
中
心
に

進
路
選
択
行
動
に
関
与
を
強
め
る
保
護
者

482020 FEB. Vol.431



　

そ
ん
な
保
護
者
た
ち
が
子
ど
も
の
進
路

選
択
に
自
ら
関
わ
り
行
動
す
る
理
由
を
み

る
と
（
図
8
）、1
位「
子
ど
も
と
一
緒
に
考

え
た
い
か
ら
」（
71
％
）、２
位「
具
体
的
な
情

報
を
知
ら
な
い
と
進
路
に
つ
い
て
の
会
話
が

で
き
な
い
か
ら
」（
60
％
）が
突
出
し
て
高
く
、

ど
ち
ら
も
前
回
よ
り
上
昇
し
て
い
る
。

　

入
学
者
選
抜
の
変
化
を
前
に
大
き
な
不

安
を
感
じ
る
子
ど
も
を
早
く
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
よ
う
と
、
保
護
者
自
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
収
集
を
行
い
、
具
体
的
な
策
ま
で
子
ど

も
と
一
緒
に
会
話
し
、
進
路
選
択
行
動
を

子
ど
も
と
共
に
行
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん

な
保
護
者
の
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
結
果

と
な
っ
た
。

％
）、以
下
２
位「
将
来
の
職
業
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
」（
61
％
）、３
位「
ど
ん
な
学
部
、学

科
、コ
ー
ス
が
あ
る
か
を
調
べ
る
」（
58
％
）と

続
く
。

　

前
回
と
比
較
す
る
と
、多
く
の
行
動
に
つ

い
て
「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」と
い
う
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
特
に「
具
体
的
な
受
験
校

を
子
ど
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」を
行
っ
た

割
合
が
、前
回
の
35
％
か
ら
53
％
へ
18
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
と
大
き
く
上
昇
し
た
。
ま
た
、1

位
の「
子
ど
も
に
合
う
分
野
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
」が
7
ポ
イ
ン
ト
、3
位
の「
ど
ん
な
学

部
、学
科
、コ
ー
ス
が
あ
る
か
を
調
べ
る
」も

8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

「
興
味
を
も
っ
た
学
校
の
見
学
に
行
く
（
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
学
校
見
学
会
を
含

む
）」、「
興
味
を
も
っ
た
学
校
の
入
試
方
法

を
調
べ
る
」が
い
ず
れ
も
８
ポ
イ
ン
ト
増
え
て

お
り
、自
ら
情
報
収
集
を
し
て
子
ど
も
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

ま
た
、「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」と「
今
後
行

い
た
い
」を
合
計
す
る
と
、1
位
は「
興
味
を

も
っ
た
学
校
の
入
試
方
法
を
調
べ
る
」、つ
い

で
「
ど
ん
な
学
部
、学
科
、コ
ー
ス
が
あ
る
か

を
調
べ
る
」、「
子
ど
も
に
合
う
分
野
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
」ま
で
が
僅
差
で
続
き
84
〜
85

％
で
並
ぶ
。

　

合
計
値
の
変
化
傾
向
を
見
る
と
前
回
並

み
が
多
く
、一
部
で
は
減
少
し
て
い
る
項
目
も

あ
る
。
既
に「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」が
増
え

て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、進
路
選

択
行
動
へ
の
保
護
者
の
関
与
が
早
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

周
り
の
保
護
者
が

や
っ
て
い
る
か
ら

高
校
の
先
生
に

勧
め
ら
れ
た
か
ら

保
護
者
の
方
が
子
ど

も
の
適
性
を
わ
か
っ
て

い
る
か
ら

最
近
の
進
路
選
択
は

子
ど
も
に
は
荷
が
重

過
ぎ
る

大
人
の
目
で
判
断
し

た
方
が
良
い
か
ら

子
ど
も
よ
り
も
情
報

収
集
が
得
意
だ
か
ら

子
ど
も
に

求
め
ら
れ
た
か
ら

子
ど
も
の
考
え
が

甘
い
か
ら

子
ど
も
が
進
路
に
つ

い
て
行
動
し
な
い
か
ら

よ
り
よ
い
選
択
肢
が

あ
る
の
に
子
ど
も
が

気
づ
い
て
い
な
い
か
ら

子
ど
も
が
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
か
ら

具
体
的
な
情
報
を
知

ら
な
い
と
進
路
に
つ
い

て
の
会
話
が
で
き
な

い
か
ら

子
ど
も
と
一
緒
に
考

え
た
い
か
ら

母親 920

父親 115

2017年 全体 1103

2019年
続柄別

2019年 全体 1058 70.7 60.1 21.6 17.6 14.7 12.5 10.6 8.4 7.9 4.3 3.7 2.3 0.9
68.1 55.7 22.3 14.7 13.9 12.9 8.3 6.3 6.5 3.7 3.8 2.3 0.7

66.1 60.0 26.1 16.5 13.0 13.9 10.4 6.1 11.3 4.3 6.1 2.6 ー

71.4 60.2 21.3 17.6 14.9 12.3 10.7 8.7 7.5 4.3 3.5 2.3 1.0

80

60

40

20

0

（％）

調査数

子どもに合う分野をアドバイスする 2017年
2019年

就職か進学かを選ぶ際に
アドバイスする 2017年

2019年

大学か短大か専門学校かを
選ぶ際にアドバイスする 2017年

2019年

将来の職業をアドバイスする 2017年
2019年

子どもに合う学校に
どんな学校があるかを調べる 2017年

2019年

興味をもった学校の見学に行く
（オープンキャンパス・学校見学会を含む） 2017年

2019年

どんな学部、学科、コースが
あるかを調べる 2017年

2019年

具体的な受験校を
子どもにアドバイスする 2017年

2019年

興味をもった学校の
入試方法を調べる 2017年

2019年

興味をもった学校の
資料請求をする 2017年

2019年

83.8
84.3

84.3
79.6

85.7
85.1

74.1
67.0

83.2
83.4

75.8
77.9

72.3
67.4

80.8
80.4

85.2
85.2

74.1
72.7

（％）
行った・
行う意向・
計

無回答
行ったことはな
く、今後も行う
つもりはない

行ったことは
ないが、今後
行いたい

行ったことが
ある

67.0
60.2

61.2
60.4

57.7
49.9

54.2
59.1

53.0
47.3

52.9
34.7

50.9
55.9

46.9
39.2

43.5
35.5

30.5
27.6

18.4
23.9

27.4
35.7

12.7
15.0

30.5
35.9

25.0
41.1

16.5
16.4

33.5
41.6

41.8
49.7

42.2
46.5

11.2

10.9
9.7

27.3
21.2

12.2
12.4

17.4
18.9

27.2
22.8

15.9
15.7

10.4
10.5

22.4
21.1

16.0

23.7 11.9
17.4 10.8 4.9

4.3

4.4
4.5

4.0
4.6

5.7
4.7

4.4
4.4

4.7
5.3

5.4
4.9

3.7
3.5

4.4
4.3

4.9
4.9

行った・行う意向・計

2019年全体 （n=1123）
2017年全体 （n=1192）

※「2019年全体」降順ソート

※2019年「行ったことがある」降順ソート
※2019年「行った・行う意向・計」が80％以上の数値を■で表示

保護者

保護者

進路選択行動への関わり方 （保護者：子どもを進学させたい希望者／各単一回答）図7

保護者が進路選択行動に自ら関わる理由 
（保護者：子どもを進学させたい希望者、かつ図7のいずれか「行ったことがある」「今後行いたい」回答者／複数回答）

図8

「
一
緒
に
考
え
た
い
」「
情
報
を
知
ら
な
い

と
会
話
で
き
な
い
」が
２
大
理
由

60.1 21.6 17.6 14.7 12.5 10.6 8.4 7.9 4.3 3.7 2.3 0.970.72019年 全体 1058

2019年 全体

2017年 全体

84.3

85.1

83.4

80.4

85.2

高校生と保護者の進路に関する意識調査 2019  調査報告
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っ
て
い
な
い
と
き
に
励
ま
す
」（
70
％
）と
続
く

が
、8
項
目
が
5
割
を
超
え
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

働
き
か
け
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
保
護
者

が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

で
は
前
段
の
教
育
改
革
を
踏
ま
え
る
と

こ
の
日
常
行
動
に
変
化
は
生
ま
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。「
教
育
改
革
を
踏
ま
え
『
特
に
今

後
心
掛
け
た
い
』と
思
う
こ
と
」を
選
ん
で

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
参
照
）、

１
位
は「『
自
分
で
選
択
し
、そ
れ
に
責
任
を

も
つ
』こ
と
が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
る
」（
30
％
）。

「
お
子
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を

創
っ
た
り
、増
や
し
た
り
し
て
い
る
」（
28
％
）、

　

次
に
日
常
生
活
で
の
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
行
動
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

図
9
の
14
項
目
に
つ
い
て
日
常
で
あ
て
は
ま

る
か
ど
う
か
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ（
棒

グ
ラ
フ
参
照
）、１
位
は「『
あ
な
た
は
ど
う
し

た
い
』『
あ
な
た
は
ど
う
思
う
』と
お
子
さ
ん

の
意
見
を
尊
重
し
て
い
る
」（
76
％
）、2
位

「『
自
分
で
選
択
し
、そ
れ
に
責
任
を
も
つ
』

こ
と
が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
る
」（
74
％
）、3

位「
お
子
さ
ん
が
悩
ん
で
い
た
り
、う
ま
く
い

3
位「
ニ
ュ
ー
ス
や
社
会
の
動
き
な
ど
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
た
り
会
話
し
て
い
る
」（
26
％
）、

4
位「『
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
』『
あ
な
た

は
ど
う
思
う
』と
お
子
さ
ん
の
意
見
を
尊
重

し
て
い
る
」（
24
％
）ま
で
が
僅
差
で
続
い
た
。

な
か
で
も
日
常
生
活
で
は
4
割
に
満
た
な
か

っ
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
の
創
出
や
増

加
」を
、教
育
改
革
を
踏
ま
え
て
特
に
今
後

心
掛
け
た
い
と
す
る
保
護
者
の
意
識
変
化

に
注
目
し
た
い
。

　

子
ど
も
の
や
る
気
を
高
め
る
た
め
に
心
掛

け
て
い
る
こ
と
（
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
３
）を
見

て
も
、「
失
敗
し
て
も
ま
た
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
い
い
と
励
ま
し
て
い
る
」「
知
ら
な
い
世

界
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
」な
ど
、意
識
的
に
自
立
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
促
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
回
答
も

散
見
さ
れ
た
。

「
自
分
で
選
択
し
、そ
れ
に
責

任
を
も
つ
」こ
と
が
大
切
だ
と

言
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
を
褒
め
て
い
る

地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

会
話
し
た
り
、行
事
に
参
加
し

た
り
し
て
い
る

お
子
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
機
会
を
創
っ
た
り
、増
や
し

た
り
し
て
い
る

保
護
者
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
姿
を
見
せ
る

お
子
さ
ん
の
行
動
に
口
出
し

や
干
渉
を
し
な
い

ニ
ュ
ー
ス
や
社
会
の
動
き
な
ど

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
り
会

話
し
て
い
る

お
子
さ
ん
が
悩
ん
で
い
た
り
、

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
き
に

励
ま
す

お
子
さ
ん
に「
夢
や
目
標
を
大

切
に
し
な
さ
い
」と
言
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
が
失
敗
を
し
な
い
よ

う
に
、保
護
者
が
で
き
る
こ
と

を
先
回
り
し
て
考
え
る

「
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
」「
あ

な
た
は
ど
う
思
う
」と
お
子
さ

ん
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
る

高
校
で
何
を
学
ん
で
い
る
の
か

な
ど
、高
校
で
の
生
活
に
関
し

て
会
話
し
て
い
る

お
子
さ
ん
と
意
見
が
異
な
る
と

き
、頭
ご
な
し
に
否
定
し
な
い

お
子
さ
ん
が
す
る
こ
と
を
保

護
者
が
決
め
た
り
手
伝
っ
た
り

す
る

特に心掛けたいこと

73.6 37.5 51.2 76.0 56.2 32.1 56.2 55.7 69.5 53.8 27.2 22.1 20.6 17.2

30.0 27.5 25.7 24.2 16.6 16.1 14.7 13.0 10.8 9.0 6.9 6.0 2.4 1.5

日常であてはまること

2019年全体 
（n=1722）

80

60

40

20

0

（％）

日常で
あてはまること
特に
心掛けたいこと

保護者

う
か
。
社
会
で
働
く
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
能
力
を
経
済
産
業
省
が
定
義
す
る『
社

会
人
基
礎
力
』か
ら
12
の
能
力
要
素
を
提

示
し
、高
校
生
と
保
護
者
に
そ
れ
ぞ
れ「
必

要
と
さ
れ
る
か
」「
そ
れ
を
現
在
持
っ
て
い
る

か
」を
た
ず
ね
た（
図
10
）。
保
護
者
が
考
え

る
必
要
な
力
の
上
位
3
項
目
は「
主
体
性
」

「
実
行
力
」「
規
律
性
」、高
校
生
は「
主
体
性
」

「
実
行
力
」「
発
信
力
」で
あ
っ
た
。
現
在
持
っ

て
い
る
力
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
不
足
度
合
い
が

大
き
か
っ
た
の
は
、親
子
と
も「
主
体
性
」「
発

信
力
」「
実
行
力
」と
な
っ
た
。

　

で
は
そ
れ
ら
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
力

を
身
に
付
け
る
た
め
に
学
校
生
活
を
中
心

と
し
た
活
動
全
般
の
中
で
ど
ん
な
場
が
有

効
と
思
う
か
を
保
護
者
と
高
校
生
双
方
に

た
ず
ね
た
の
が
図
11
だ
。

　

で
は
、高
校
教
育
に
対
し
て
保
護
者
は
ど

の
よ
う
な
期
待
や
要
望
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

子どもとのコミュニケーションや行動：「日常であてはまること」と「教育改革を踏まえて特に心掛けたいこと」 
（保護者／あてはまることは複数回答、心掛けたいことは３つまでの複数回答）

図9

※「特に心掛けたいこと」の降順ソート
※「日常であてはまる」は「とてもあてはまる」「あてはまる」の合計
※棒グラフの色が濃いものは50％以上の項目

主
体
性
を
育
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
し

社
会
の
動
き
を
考
え
さ
せ
る

教
育
改
革
を
踏
ま
え
て
変
わ
る

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

将
来
必
要
だ
が
現
在
不
足
し
て
い
る

「
主
体
性
」「
発
信
力
」「
実
行
力
」

高
校
へ
の
期
待
と
要
望

社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
の
育
成
に
期
待

「
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
」と「
探
究
学
習
」
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80 60

60

40

40

20

20

0

0

0

0

20

20

40

40

60

60

80

※保護者｢2019年 全体」の降順ソート

※必要とされている能力：｢保護者」の降順ソート

部・クラブ活動の時間
64.4
64.1

67.8
64.9

主体性：物事に進んで
取り組む力

55.4
24.3

50.7
32.3

文化祭や体育祭などの学校行事
58.2
55.3

55.9
56.1

規律性：社会のルールや
人との約束を守る力

26.9
52.1

24.1
35.4

教科の時間（生徒が中心となって
主体的に学ぶ授業）

57.1
49.9

53.3
41.2

発信力：自分の意見を
わかりやすく伝える力

26.0
8.0

35.8
8.9

校外活動（地域行事・ボランティア・
インターンシップ等）

62.3
58.0

46.7
43.2

実行力：目的を設定し
確実に行動する力

39.3
21.5

37.7
11.7

修学旅行や遠足
25.0
24.3

40.6
39.6

課題発見力：現状を分析し、
目的や課題を明らかにする力

20.8
12.0

24.0
17.7

留学
19.0

12.8
21.6
18.2

情況把握力：自分と周囲の人々や
物事との関係性を理解する力

17.2
29.8

16.2
26.2

総合的な探究（学習）の時間
＊2017年は「総合的な学習の時間」

42.0
33.9

32.2
27.3

柔軟性：意見や立場の違いを
理解する力

21.5
24.6

19.1
26.7

生徒会活動
20.4
21.7

19.4
19.8

ストレスの発生源に対応する力：
ストレスコントロール力

18.1
9.3

11.0
19.6

道徳や宗教などの時間
12.3
10.3

13.9
11.3

創造力：新しい価値を生み出す力
14.4

7.0
20.6

8.1

教科の時間
（先生による一斉講義型の授業）

25.5
25.4

32.1
27.8

計画力：課題の解決に向けた
プロセスを明らかにし、準備する力

21.2
9.1

20.4
8.3

長期休業（春・夏・冬休みなど）
の課題

10.4
9.3

18.9
19.4

傾聴力：相手の意見を
丁寧に聞く力

13.7
28.1

15.5
37.9

ロングホームルーム／
ショートホームルーム

8.6
8.5

12.2
12.3

働きかけ力：他人に働きかけ
巻き込む力

10.5
11.5

13.0
11.8

2019年
全体
（n＝1997）

2017年 
全体
（n＝1987）

2019年
全体
（n＝1759）

2017年 
全体
（n＝1722）

高校生（n=1997） 
保護者（n=1759）

（％）

（％）

（％）

（％）

保護者

保護者

高校生

高校生

　

高
校
生
は
前
回
同
様
1
位「
部
・
ク
ラ
ブ

活
動
の
時
間
」、2
位「
文
化
祭
や
体
育
祭

な
ど
の
学
校
行
事
」だ
が
、「
教
科
の
時
間

（
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
授

業
）」が
前
回（
41
％
）か
ら
12
ポ
イ
ン
ト
も
上

昇
し
3
位
と
な
っ
た
。

　

保
護
者
も「
部
・
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
」が

前
回
同
様
1
位
で
、「
校
外
活
動（
地
域
行

事
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
）」

「
文
化
祭
や
体
育
祭
な
ど
の
学
校
行
事
」と

続
く
が
、や
は
り「
教
科
の
時
間（
生
徒
が
中

心
と
な
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
）」が
前

回
よ
り
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
授
業

改
革
は
将
来
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力

を
身
に
付
け
る
場
と
し
て
高
校
生
・
保
護
者

共
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た「
総
合
的
な
探
究（
学
習
）の
時
間
」も
、

保
護
者
で
は
8
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
42
％
と

大
幅
に
増
加
し
、期
待
の
大
き
さ
が
表
れ
て

い
る
。

 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」と
「
探
究
学
習
」は
共
に

今
回
の
教
育
改
革
の
柱
だ
が
、ど
ち
ら
と
も

将
来
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
場
と
し
て

注
目
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な

っ
た
。「
未
来
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必

要
な
能
力
の
育
成
」に
取
り
組
み
、そ
れ
を

保
護
者
に
対
し
て
し
っ
か
り
情
報
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
高
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。学校生活において社会で必要とされる能力を身に付けるために有効な場 

（高校生･保護者／複数回答）
図11

社会で働くにあたって必要とされる能力と現在持っている能力 
（高校生･保護者／3つまで回答）

図10

「現在持っている」
－「必要とされる」

の差

「現在持っている」
－「必要とされる」

の差

●たとえ失敗しても挑戦したり、やり切ったりし
たことを褒める（山梨県／母親／男子）
●まずは自分で考え、行動させる。助けを求め
られてから手を貸す（青森県／母親／男子）
●失敗しても、また再チャレンジすればいいと
励ましている（鳥取県／母親／女子）
●相談には乗るが、最終決定は本人に決め
させる（東京都／母親／女子）
●息子の行動や言動を否定せず、理解するよ
う努力している。いいと思うところを褒めるよう
にしている（愛知県／母親／男子）
●本人がやりたいと思ったことは、やらせるよ
うにしている。いろいろな場所へ連れて行き、
知らない世界がたくさんあることを伝えるように
している（石川県／母親／男子）

子どものやる気やモチベーションを
高めるために心掛けていること

フリーコメント3

-18.4-31.1

3.17.6

12.610.0

25.211.3

-8.8-6.3

14.422.4

-17.8-26.0

-12.1-12.1

-7.4-12.5

-18.0-26.9

-8.88.6

1.0-1.2

※フリーコメント末尾のカッコ内の表記は［都道府県／
続柄／子どもの性別］

「高校生と保護者の進路に関する意識調査」の結果詳細は、リクルート進学総研サイト
（http://souken.shingakunet.com/research/）でご覧いただけます。

必要とされる能力 現在持っている能力
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